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No. 回答項目 回答数 回答率（％）

1 18～29歳 75 7.5
2 30～39歳 161 16.1
3 40～49歳 181 18.1
4 50～59歳 139 13.9
5 60～69歳 202 20.2
6 70歳以上 232 23.2

無回答 9 0.9
合計 999 100.0

No. 回答項目 回答数 回答率（％）

1 印西中学校 109 10.9
2 船穂中学校 76 7.6
3 木刈中学校 206 20.6
4 小林中学校 87 8.7
5 原山中学校 111 11.1
6 西の原中学校 159 15.9
7 印旛中学校 108 10.8
8 本埜中学校 24 2.4
9 滝野中学校 104 10.4
10 わからない 9 0.9

無回答 6 0.6
合計 999 100.0

※百分率（％）の計算は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで表示しています。
そのため、単数回答（１つだけ選ぶ問）においても、四捨五入の影響で％を足し合わせて
１００％にならない場合があります。
また、複数回答（２つ以上選んでよい問）においては、％の合計が１００％を超える場合
があります。

印西市学校適正配置等に関する市民アンケート調査結果（単純集計）について

問１　あなたの年齢を教えてください。（〇は１つ）                                                        

１　調査の目的
　本調査は、学校適正配置等に関する市民の意向（ニーズ）を把握し、第二次印西市学校
適正規模・適正配置基本方針を策定するための参考資料とすることを目的に実施しまし
た。

２　調査の方法
　（１）調査対象：市内に在住する満１８歳以上の男女
　　　　　　　　　※住民基本台帳から無作為抽出
　（２）調査方法：郵送配付・郵送回収による郵送調査
　（３）調査期間：令和４年６月１４日～７月４日
　（４）対象者数：２，０００人

３　回収状況
　（１）配付数：２，０００件
　（２）回収数：９９９件
　（３）回答率：４９．９５％

４　調査結果（単純集計）

問２　あなたがお住まいの地区の中学校（中学校区）を教えてください。わからない場合
は最も近い中学校に○を付けてください。（○は１つ）

【参考資料】
令和４年度第４回印西市学校適正配置審議会
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No. 回答項目 回答数 回答率（％）

1 1年未満 32 3.2
2 1年以上5年未満 106 10.6
3 5年以上10年未満 118 11.8
4 10年以上20年未満 213 21.3
5 20年以上30年未満 202 20.2
6 30年以上 325 32.5

無回答 3 0.3
合計 999 100.0

No. 回答項目 回答数 回答率（％）

1 小学校入学前の子供がいる 163 16.3
2 小学生の子供がいる 161 16.1
3 中学生の子供がいる 76 7.6
4 いない 688 68.9

無回答 6 0.6
回答者数 999

No. 回答項目 回答数 回答率（％）

1 15分以内 291 29.1
2 30分以内 569 57.0
3 45分以内 88 8.8
4 60分以内 32 3.2
5 時間は問わない 8 0.8

無回答 11 1.1
合計 999 100.0

No. 回答項目 回答数 回答率（％）

1 徒歩 865 86.6
2 自転車 4 0.4
3 公共交通機関 2 0.2
4 スクールバス 106 10.6
5 その他 5 0.5

無回答 17 1.7
合計 999 100.0

No. 回答項目 回答数 回答率（％）

1 学校までの通学距離が近いから 404 40.4
2 通学路が安全であるから 145 14.5
3 子供の体力がつくから 278 27.8
4 学校までの通学距離が遠いから 29 2.9
5 通学路に危険な箇所があるから 51 5.1
6 子供の家庭学習の時間を増やすことができるから 4 0.4
7 その他 60 6.0

無回答 28 2.8
合計 999 100.0

問６　小学生の通学方法として、どのような方法が最も望ましいと思われますか。（○は
１つ）

問７　問６で答えられた方法が最も望ましいと思われる理由を１つお答えください。（○
は１つ）

問５　小学生の片道の通学時間は、どのくらいの時間までが許容範囲だと思われますか。
（○は１つ）
※国では、通学時間について、「おおむね１時間以内」を原則としています。

（回答率は、回答者数999人に対する比率）

問３　あなたがこれまで印西市にお住まいの期間を教えてください。（○は１つ）

問４　あなたの世帯に、中学生以下のお子様はいますか。（○はいくつでも）
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No. 回答項目 回答数 回答率（％）

1 15分以内 87 8.7
2 30分以内 551 55.2
3 45分以内 211 21.1
4 60分以内 126 12.6
5 時間は問わない 15 1.5

無回答 9 0.9
合計 999 100.0

No. 回答項目 回答数 回答率（％）

1 徒歩 594 59.5
2 自転車 310 31.0
3 公共交通機関 8 0.8
4 スクールバス 47 4.7
5 その他 12 1.2

無回答 28 2.8
合計 999 100.0

No. 回答項目 回答数 回答率（％）

1 学校までの通学距離が近いから 279 27.9
2 通学路が安全であるから 139 13.9
3 子供の体力がつくから 286 28.6
4 学校までの通学距離が遠いから 126 12.6
5 通学路に危険な箇所があるから 26 2.6
6 子供の家庭学習の時間を増やすことができるから 41 4.1
7 その他 77 7.7

無回答 25 2.5
合計 999 100.0

No. 回答項目 回答数 回答率（％）

1 複式学級になっても学校を存続させる 78 7.8

2
複式学級になったり、複式学級規模に近づいた場合には、
小規模特認校制度を導入して、学校を存続させる

271 27.1

3
複式学級になったり、複式学級規模に近づいた場合には、
適正な学校規模や学級規模が確保できるよう、隣接校との
統合を進める

413 41.3

4
複式学級になったり、複式学級規模に近づいた場合には、
近隣の小学校・中学校と統合して義務教育学校を新設する

179 17.9

5 その他 11 1.1
無回答 47 4.7
合計 999 100.0

問９　中学生の通学方法として、どのような方法が最も望ましいと思われますか。（○は
１つ）

問10　問９で答えられた方法が最も望ましいと思われる理由を１つお答えください。（○
は１つ）

問11　小規模校について、印西市が今後どのようにすることが望ましいと思われますか。
（○は１つ）

問８　中学生の片道の通学時間は、どのくらいの時間までが許容範囲だと思われますか。
（○は１つ）
※国では、通学時間について、「おおむね１時間以内」を原則としています。
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No. 回答項目 回答数 回答率（％）

1
学校は、地域と深く結びつき、地域活動の拠点となる施設
であるから

169 48.4

2
義務教育においては、子供は地域の中で育てることが重要
であるから

123 35.2

3 子供の地域への愛着を育むべきであるから 34 9.7

4
母校がなくなり、地域に子供の姿がみえなくなるのは、寂
しいから

44 12.6

5
少人数学級は、ひとりひとりに目が行き届いた、きめ細か
な教育ができるから

127 36.4

6 その他 19 5.4
無回答 3 0.9
回答者数 349
非該当者数 650

No. 回答項目 回答数 回答率（％）

1 複式学級の解消やクラス替えができるから 118 19.9

2
多くの友達や教員の多様な意見や考えに触れることができ
るから

351 59.3

3 適正に教員が配置され、専門的な授業が受けられるから 220 37.2

4
多くのクラブ活動や部活動の中から子供のやりたい種目を
選ぶことができるから

167 28.2

5
学校施設が減少することにより、教育予算が効率的に活用
できるから

127 21.5

6 その他 9 1.5
無回答 15 2.5
回答者数 592
非該当者数 407

No. 回答項目 回答数 回答率（％）

1
学校見学会の実施や児童・生徒同士の事前交流活動（合同
授業、合同行事）などの教育活動

168 28.4

2 統合に伴う教員の配置 128 21.6
3 児童・生徒の通学（時間・距離・方法）とその安全性 455 76.9
4 保護者、地域住民との十分な協議 123 20.8

5
学校の再編成で校舎などが空き施設になった場合の有効活
用

99 16.7

6
ニュータウン地域、田園地域など環境が異なる地域の地域
性

31 5.2

7 その他 7 1.2
無回答 22 3.7
回答者数 592
非該当者数 407

問12　問11で１または２の「存続」と答えられた方は、そう思われる理由をお答えくださ
い。（○は２つまで）

問13　問11で３または４の「統合」と答えられた方は、そう思われる理由をお答えくださ
い。（○は２つまで）

問14　問11で３または４の「統合」と答えられた方にお聞きします。学校を統合する場合
に、特に、配慮すべきだと思われる点はどんなことですか。（○は２つまで）

（回答率は、回答者数592人に対する比率）

（回答率は、回答者数349人に対する比率）

（回答率は、回答者数592人に対する比率）
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No. 回答項目 回答数 回答率（％）

1 可能な限り学校施設の増改築で対応する 462 46.2

2
学校施設の増改築を行わず、既存の学校施設の教室数不足
を見据え、通学区域を変更し、変更した区域の児童・生徒
は転校していただくことで対応する

412 41.2

3 その他 68 6.8
無回答 57 5.7
合計 999 100.0

No. 回答項目 回答数 回答率（％）

1 週1回以上 44 4.4
2 月1回以上 69 6.9
3 半年に1回以上 247 24.7
4 1回も行っていない 628 62.9

無回答 11 1.1
合計 999 100.0

No. 回答項目 回答数 回答率（％）

1 子供の見送りやお迎え 98 27.2
2 保護者としての活動 125 34.7
3 通学路の見守り 43 11.9
4 教育活動や放課後活動などのボランティア 34 9.4
5 学校行事 179 49.7
6 選挙での投票 140 38.9
7 災害時(大雨、台風、地震)における避難 7 1.9
8 避難訓練などの防災関係活動 21 5.8

9
体育館や校庭などを利用した活動(例：スポーツ活動、文化
活動など)

49 13.6

10 その他 25 6.9
無回答 0 0.0
回答者数 360
非該当者数 639

No. 回答項目 回答数 回答率（％）

1 週1回以上 38 3.8
2 月1回以上 63 6.3
3 半年に1回以上 261 26.1
4 1回も行っていない 614 61.5

無回答 23 2.3
合計 999 100.0

問15　大規模校について、印西市が今後どのようにすることが望ましいと思われますか。
（○は１つ）

問16　あなたは過去１年間に市立小・中学校にどのくらいの頻度で行きましたか。（○は
１つ）

問17　問16で「１～３」と答えられた方にお聞きします。あなたは市立小・中学校にどの
ような理由で行きましたか。（○はいくつでも）

問18　あなたは、コロナ禍前（令和２年より前）は１年間に市立小・中学校にどのくらい
の頻度で行っていましたか。（○は１つ）

（回答率は、回答者数360人に対する比率）
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No. 回答項目 回答数 回答率（％）

1 子供の見送りやお迎え 72 19.9
2 保護者としての活動 103 28.5
3 通学路の見守り 43 11.9
4 教育活動や放課後活動などのボランティア 39 10.8
5 学校行事 177 48.9
6 選挙での投票 161 44.5
7 災害時(大雨、台風、地震)における避難 8 2.2
8 避難訓練などの防災関係活動 27 7.5

9
体育館や校庭などを利用した活動(例：スポーツ活動、文化
活動など)

57 15.7

10 その他 26 7.2
無回答 0 0.0
回答者数 362
非該当者数 637

No. 回答項目 回答数 回答率（％）

1 児童・生徒の学びの場 855 85.6
2 児童・生徒の放課後の居場所・活動場所 332 33.2
3 地域防災の拠点 259 25.9
4 選挙の投票所 37 3.7
5 地域の活動・交流の拠点 112 11.2
6 スポーツ活動の拠点 67 6.7
7 文化活動の拠点 22 2.2
8 生涯学習の拠点 23 2.3
9 子育て支援の拠点 65 6.5
10 高齢者福祉の拠点 8 0.8
11 障がい者福祉の拠点 4 0.4
12 その他 3 0.3
13 特にない(地域における活動拠点としての認識はない) 14 1.4

無回答 10 1.0
回答者数 999

No. 回答項目 回答数 回答率（％）

1 そう思う 659 66.0
2 少し思う 223 22.3
3 どちらでもない 58 5.8
4 あまり思わない 25 2.5
5 そう思わない 9 0.9

無回答 25 2.5
合計 999 100.0

問19　問18で「１～３」と答えられた方にお聞きします。あなたは市立小・中学校にどの
ような理由で行きましたか。（○はいくつでも）

問20　市立小・中学校がこれまで地域で担ってきた役割の中で、特に重要だと考えるもの
を教えてください。（○は２つまで）

問21　あなたは適正な学校規模に基づく適正な配置を進めていくことが必要だと思われま
すか。（〇は１つ）

（回答率は、回答者数362人に対する比率）

（回答率は、回答者数999人に対する比率）


	単純集計

